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研究課題：アキレス腱断裂縫合術における PRP療法の有用性と安全性の検討 

研究代表者：医学部整形外科学講座 河野博隆主任教授 

研究責任者：医学部整形外科学講座 安井洋一講師 

研究の目的： 

アキレス腱断裂は、国民にひろく知られた、発生頻度の高いスポーツ外傷である。治療法には

ギプス療法とアキレス腱縫合術があり、後者がより確実に断裂部を修復できるが、スポーツ復帰

率についてはいずれも 60～80％にとどまり、復帰には平均 6 か月を要する。このため、アキレ

ス腱断裂に対するより確実に、より早くスポーツ復帰をできる補助療法の開発が多方面より要望

されている。本研究開発の目標は、アキレス腱断裂に対して自己多血小板血漿（Platelet Rich 

Plasma、以下 PRP）を用いる帝京大学オリジナルの治療法を開発することである。これまでの PRP

についての基礎研究論文の結果から、PRP 療法はアキレス腱断裂縫合術の治療成績を改善するこ

とが予測される。この帝京大学発の新規治療法により、帝京大学の更なる社会貢献をめざす。 

 

研究の概要：研究期間内に以下のことを明らかにする。 

アキレス腱断裂と診断され当院で手術を行う患者に対して、縫合術を行った後に断裂部へ

PRP1.5ml を注射する。コントロール群には生理食塩水 1.5ml を注射する。両群において、臨床

成績（JSSF scale：日本足の外科学会足部・足関節治療成績判定基準）、片側つま先立ちテスト

の達成時期、MRIによる腱構造の評価を比較する。 

 

研究目標 達成度 

 

①患者リクルート、PRP、プラセボ投与 

 

②術後観察 

 

 

①割り付けをおこないおよび PRP、プラセ

ボの投与をおこなっている。 

②研究参加者に対し継続して術後観察を

おこないデータを収集中である。 
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